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お菓子に向
かって

「よーい 
ドン」

　改選後に４名の新人議員を
加え、正副議長をはじめ、常
任委員会も新しい構成となる
中で、新しい横山町政の新規
事業予算が固まりました。

新しい議会構成 2
　全道の町村議会議員が一
堂に会した研修会で、今の
政治情勢や今後の日本の進
む方向について研鑽を深め
た内容を紹介します。

どうなる今後の日本 11
　鵜野議員が産業の創
出・振興について質問
したほか、８名の議員
がそれぞれの課題で一
般質問を行いました。

新町長に問う 6

『輝け雪』のまち
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委
員
長 

上
野 

敏
夫

副
委
員
長 

伊
藤 　

淳

委　
　

員 

久
保 

元
宏

委　
　

員 

篠
原 　

暁

委　
　

員 

鵜
野 

範
之

委
員
長 

大
沼 

恒
雄

副
委
員
長 

畑
地 　

誉

委　
　

員 

高
田 　

勲

委　
　

員 

長
野 

時
敏

委　
　

員 

鵜
野 

範
之

事
務
局
長 

浅
野 

信
行

主 
 

査 

沼
本 

次
登

委
員
長 

久
保 

元
宏

副
委
員
長 

畑
地 　

誉

委　
　

員 

大
沼 

恒
雄

委　
　

員 

上
野 

敏
夫

委　
　

員 

鵜
野 

範
之

職業構成
・農業関係…５名
・商工関係…３名
・無　　職…２名

年齢構成
・最高年齢…66歳 ・60代…５名
・最低年齢…45歳 ・50代…４名
・平均年齢…58.9歳 ・40代…１名

　

こ
の
委
員
会
は
総
務
財
政
課
、

住
民
生
活
課
、
教
育
委
員
会
、

建
設
課
並
び
に
水
道
事
業
の
所

管
に
関
す
る
事
務
の
調
査
及
び
、

議
案
、
請
願
陳
情
等
の
審
査
を

行
い
ま
す
。

　

今
回
の
所
管
事
務
調
査
は『
児

童
生
徒
の
通
学
路
の
安
全
確
保
』

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
産
業
創
出
課
、

農
業
推
進
課
並
び
に
保
健
福
祉

課
の
所
管
に
関
す
る
事
務
の
調

査
及
び
、
議
案
、
請
願
陳
情
等

の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
所
管
事
務
調
査
は『
観

光
に
よ
る
交
流
人
口
の
創
出
』

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
は
議
会
を
効
率

的
に
且
つ
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
す

る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
運
営
の
責
任
者
で
あ
る
議

長
の
諮
問
的
な
性
格
を
持
っ
て

い
ま
す
。

　

定
例
会
や
臨
時
会
の
日
程
や

運
営
方
法
を
決
め
、
請
願
や
陳

情
の
付
託
委
員
会
を
決
定
し
ま

す
。

産業福祉常任委員会

総務民教建設常任委員会

議会事務局

議 会 運 営 委 員 会

今期の議員データ

第４回臨時会

表紙の写真

７月７日町民体育祭
での幼童競争より

副議長に鵜野氏・監査委員に高田氏
議長に小峯氏を選任
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一部事務組合議会議員など
沼 田 町 監 査 委 員　高田 　勲
北 空 知 広 域 水 道 企 業 団 議 員　小峯 　聡
　　　　　　　　　　　　　　　　　鵜野 範之
深 川 地 区 消 防 組 合 議 員　高田 　勲
北 空 知 圏 学 校 給 食 組 合 議 員　長野 時敏
北空知衛生センター組合議員　伊藤 　淳
北 空 知 衛 生 施 設 組 合 議 員　篠原 　暁
中・北空知廃棄物処理広域連合議員　畑地 　誉
沼 田 開 発 公 社 取 締 役　鵜野 範之

議会広報特別委員会
委 員 長　長野 時敏 委　　員　上野 敏夫
副委員長　篠原 　暁 委　　員　畑地 　誉
 委　　員　伊藤 　淳

林業・森林活性化議員連盟
会　　長　上野 敏夫
副 会 長　伊藤 　淳
理　　事　大沼 恒雄
理　　事　長野 時敏
理　　事　篠原 　暁
幹　　事　高田 　勲
事務局長　畑地 　誉

沼田町議会議員会
会　　長　久保 元宏
副 会 長　篠原 　暁
理　　事　長野 時敏
理　　事　畑地 　誉
理　　事　伊藤 　淳

　

４
月
21
日
に
執
行
さ
れ
た
統

一
地
方
選
挙
後
の
最
初
と
な
る

第
４
回
臨
時
会
が
５
月
８
日
に

召
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
議
長
に
小
峯
聡
氏
、

副
議
長
に
は
鵜
野
範
之
氏
を
選

任
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
つ
の

常
任
委
員
会
の
所
属
議
員
が
決

ま
っ
た
ほ
か
、
一
部
事
務
組
合

議
会
議
員
に
つ
い
て
も
以
下
の

通
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

沼
田
町
議
会
が
抱

え
て
い
る
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
糸
口

を
探
る
こ
と
を
目
的

に
、
議
会
改
革
特
別

委
員
会
が
第
２
回
定

例
会
に
お
い
て
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
の
Ｉ
Ｔ
化
や
、

魅
力
あ
る
運
営
の
た

め
の
方
策
を
探
り
ま

す
。

　

委
員
長
に
は
鵜
野

範
之
氏
、
副
委
員
長

に
伊
藤
淳
氏
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

議会改革特別委員会を設置しました

　令和元年５月の臨時議会において議長に就任
いたしました小峯聡です。大変、身の引き締ま
る思いとともに、責任の重さを痛感していると
ころです。議長として全力を傾け、公正かつ円
滑な議会運営に取り組んでまいります。
　町民の皆さまにとって身近な存在の議会とな
るよう、意見を広く聞きながら、より住みよい
沼田町づくりができる議会へと進化する必要が
あると考えています。そのために本年度より議
会改革に取り組んでいこうと議会改革特別委員
会を立ち上げ、今の議会にどのようなことを取
り入れていく事が必要かを検討していきたいと
考えています。併せて議会の取り組みを広く発
信しながら、開かれた、活力ある議会の実現を
目指していきたいと思います。
　結びに、町民の皆さま方の議会へのご理解と
ご協力をお願い申し上げまして、就任の挨拶と
いたします。

議長就任挨拶
沼田町議会議長

小　峯　　聡

広報編集会議

よろしくお願いします



4

令和元年
第2回 定例会

6月20日～21日

　

令
和
元
年
度（
平
成
31
年
度
）

春
の
地
方
統
一
選
挙
後
、
初
め

て
の
定
例
会
が
６
月
20
日
、
21

日
の
両
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

た
。

◎
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
に
係
る
専
決
処
分
を
承

認
し
ま
し
た
。

　

年
度
末
事
業
費
確
定
に
伴
い

補
正
予
算
を
承
認
し
ま
し
た
。

◎
条
例
の
新
設
と
改
正

　
「
沼
田
町
農
業
振
興
条
例
」、

「
沼
田
町
商
工
業
振
興
条
例
」

の
新
設
、「
沼
田
町
課
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

と
町
民
の
定
住
環
境
の
向
上
と
、

町
外
か
ら
の
移
住
を
応
援
す
る

「
沼
田
町
住
ん
で
快
適
住
ま
い

る
応
援
条
例
」
等
の
改
正
を
承

認
し
ま
し
た
。

　

沼
田
町
課
設
置
条
例
の
改
正

に
よ
り
農
業
推
進
課
と
産
業
創

出
課
を
設
置
し
政
策
推
進
室
は

名
称
を
廃
止
し
、
産
業
創
出
課

に
業
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
し

ま
し
た
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算

　

政
策
的
予
算
の
概
要

移
住
定
住
の
推
進

・
沼
田
町
住
ん
で
快
適
住
ま
い

る
応
援
奨
励
事
業

　

既
存
の
奨
励
事
業
を
拡
充
し

て
40
歳
以
上
・
新
婚
・
子
育
て

世
帯
・
中
古
住
宅
購
入
に
合
わ

せ
て
行
う
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
支

援
拡
充
し
ま
し
た
。

 

２
１
０
０
万
円

・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
新
規
就
業
支

援
事
業

　

国
の
制
度
活
用
も
か
ね
て
特

定
企
業
等
に
就
職
し
た
場
合
の

移
住
に
か
か
わ
る
費
用
を
助
成

し
ま
す
。 

１
０
０
万
円

交
流
人
口
の
拡
大

・
歩
い
て
健
康
・
食
べ
て
発

見
・
巡
っ
て
に
ぎ
わ
い
創
出

事
業

　

健
康
と
食
を
テ
ー
マ
に
地
域

内
外
の
交
流
人
口
増
加
を
図
り

ま
す
。 

１
９
８
万
円

・
沼
田
町
ま
る
ご
と
自
然
体
験

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

 

１
１
５
５
万
円

・
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
利
用
促
進
事

業 

３
０
０
万
円

産
業
の
振
興
と
創
出　

・
農
地
流
動
円
滑
化
支
援
事
業

 

１
１
４
万
円

・
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　

電
牧
柵
の
敷
設
延
長
を
行
い

ま
す
。 

１
８
４
６
万
円

・
中
小
企
業
特
別
融
資
事
業

　

融
資
枠
と
限
度
額
の
拡
充
を

行
い
町
内
業
者
の
設
備
運
転
資

金
に
対
応
し
ま
す
。

 

３
３
０
０
万
円

・
し
ご
と
・
未
来
応
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

　

町
内
企
業
事
業
所
の
労
働
力

確
保
に
向
け
た
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
や
働
き
た
い
人
と
働
き
手

が
必
要
な
事
業
所
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
り
ま
す
。

 

７
５
３
万
円

・
魅
力
ア
ッ
プ
沼
田
活
性
化
支

援
事
業

　

店
舗
の
新
築
、
空
き
店
舗
の

活
用
、
起
業
商
品
開
発
に
助
成

町長の執行方針

総務省の資料より

　

横
山
新
町
長
の
町
政
執
行
方

針
、
吉
田
教
育
長
の
教
育
行
政

報
告
の
後
、
９
氏
の
一
般
質
問

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
選
挙
の
実
施
年

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
骨
格
予
算

で
町
政
を
執
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
町
長
が
決
ま
り
、
政
策

予
算
を
組
み
入
れ
、
当
初
予
算

に
２
億
８
９
８
４
万
円
を
加
え

て
53
億
６
１
３
２
万
２
千
円
と

す
る
補
正
予
算
を
承
認
し
ま
し

た
。

◎
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

繰
越
明
許
費
に
係
る
報
告

　

繰
越
額
２
４
７
９
万
６
千
円

を
令
和
元
年
度
へ
繰
り
越
す
。

主
な
事
業
名

　
「
沼
田
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
医

師
住
宅
整
備
」「
消
防
団
救
助

能
力
資
機
材
緊
急
整
備
事
業
」

「
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業
」

◎
沼
田
開
発
公
社
の
事
業
計
画

及
び
決
算
に
関
す
る
報
告

　
「
自
動
車
学
校
」
の
平
成
30

年
度
の
決
算
と
令
和
元
年
度
事

業
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

少
子
化
に
よ
る
入
校
生
の
減
少

が
あ
り
厳
し
い
事
業
内
容
で
し

上
程
さ
れ
た
主
な
議
案
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し
ま
す
。 

５
０
０
万
円

教
育
子
育
て
環
境

・
高
校
生
医
療
費
助
成
事
業

 
１
５
０
万
円

・
が
ん
ば
る
高
校
生
応
援
手
当

 

７
３
２
万
円

・
子
育
て
世
帯
冬
季
暖
房
経
費

助
成
事
業 

１
７
０
万
円

町
民
福
祉

・
高
齢
者
世
帯
等
除
雪
費
助
成

事
業 

４
０
６
万
円

防
災
対
策

・
福
祉
施
設
に
非
常
用
発
電
機

の
整
備
（
和
風
園
旭
寿
園
）

　

福
祉
避
難
所
で
あ
る
両
園
に

非
常
用
発
電
機
を
置
き
不
測
の

事
態
に
備
え
地
域
防
災
力
を
向

上
さ
せ
る

 

１
億
３
８
１
７
万
円

・
非
常
災
害
用
ト
イ
レ
ト
レ
ー

ラ
ー
導
入 

１
７
３
８
万
円

そ
の
他

・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
契
約

 

２
１
２
３
万
円

・
ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
購
入
契
約

 

６
８
０
６
万
円

◎
教
育
委
員
の
推
薦

　

教
育
委
員
に
松
尾
敦
史
氏
の

推
薦
に
同
意
し
ま
し
た
。

◎
議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
設

置

　

沼
田
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
（
課
設
置
条
例
改
正

に
伴
う
）

　

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

　

総
務
民
教
建
設
常
任
委
員
会

◎
決
議
事
項

　

丸
山
穂
高
衆
議
院
議
員
の
言

動
に
対
す
る
抗
議
と
北
方
領
土

問
題
の
平
和
的
解
決
を
求
め
る

決
議

　

国
民
の
安
心
な
日
常
生
活
を

守
る
為
の
良
質
な
医
療
の
確
保

提
供
に
向
け
た
「
医
師
の
働
き

方
改
革
」
を
大
き
く
進
展
さ
せ

る
決
議

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条

約
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を
求

め
る
意
見
書
」

賛
成
９

「
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定

に
関
す
る
意
見
書
」

賛
成
９

「
特
別
支
援
学
校
の
設
置
基
準

の
策
定
及
び
特
別
支
援
学
級
の

学
級
編
制
基
準
の
改
善
を
求
め

る
意
見
書
」

賛
成
６
反
対
３

反
対
意
見

　

財
源
と
教
職
員
数
が
不
足
し

て
い
る
設
置
基
準
の
変
更
は
時

期
尚
早
で
は
な
い
か
。

賛
成
意
見

　

財
源
に
つ
い
て
は
判
断
で
き

な
い
。

　

教
職
員
は
不
足
し
て
い
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ
く
り
に

関
す
る
指
針
を
見
直
し
、
機
械

的
な
高
校
統
廃
合
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」

賛
成
９

「
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る
意

見
書
」

賛
成
６
反
対
３

反
対
意
見

　

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
免
除

措
置
は
既
に
あ
る
。

「
日
米
貿
易
協
定
交
渉
か
ら
日

本
の
農
業
農
村
を
守
る
意
見
書
」

賛
成
７
反
対
２

反
対
意
見

　

政
府
は
過
去
の
日
米
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
水
準
で
や
る
と
発
言
し
て

い
る
。

　

前
回
の
意
見
書
と
も
合
致
し

な
い
可
能
性
が
あ
る
の
で
修
正

し
て
出
す
べ
き
だ
。

賛
成
意
見

　

以
前
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
で
米
国

は
不
満
が
あ
り
圧
力
を
か
け
て

い
る
、
食
料
主
権
の
観
点
か
ら

も
危
惧
さ
れ
る
。

「
国
の
責
任
に
よ
る
3
5
人
以

下
学
級
の
前
進
を
求
め
る
意
見

書
」は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

賛
成
４
反
対
５

反
対
意
見

　

小
１
は
35
名
に
な
っ
て
い
る

　

学
校
ご
と
の
個
別
の
学
級
編

成
は
可
能
、
国
の
基
準
を
下
回

る
学
級
編
成
は
増
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

賛
成
意
見

　

大
規
模
校
は
40
名
と
35
名
の

差
は
意
味
が
あ
る
の
で
前
進
さ

せ
た
い
。

　

教
員
の
数
を
維
持
で
き
る
。

第
５
回
臨
時
会

 

５
月
１７
日

・
特
別
職
（
町
長
、副
町
長
、

教
育
長
）
の
給
与
に
関
す

る
条
例
改
正

　

町
長
が
83
万
円
が
78
万
９

千
円
に
、
副
町
長
が
69
万
円

これで除雪は安心

が
64
万
２
千
円
に
、
教
育
長

が
59
万
円
が
57
万
５
千
円
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◎
副
町
長
の
選
任

・
副
町
長
に
菅
原
秀
史
氏
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情
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町
長
へ
の
一
般
質
問

問　
町
長
の
重
点
政
策
は
、

「
交
流
人
口
の
拡
大
」、 

「
産
業
の
振
興
」、「
雪
利
用
の

促
進
と
産
業
創
出
」、「
教
育
、

子
育
て
環
境
の
充
実
」、「
町
民

福
祉
の
向
上
」
で
す
。
こ
れ
以

外
に
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
維
持
も
訴
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
町
長
は
具

体
案
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
ド
ラ

マ
「
す
ず
ら
ん
」
の
20
周
年
記

町
長
の
具
体
案
と
町
民
合
意
方
法
は

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
と
聞
く
耳
持
つ
町
づ
く
り
を

問答

念
イ
ベ
ン
ト
や
、
ク
ラ
ウ
ス
15

号
の
イ
ベ
ン
ト
を
お
考
え
で
す

が
、
単
年
度
で
は
弱
い
と
思
う

が
ど
う
考
え
る
か
。

　

戦
略
的
な
攻
め
の
政
治
を
行

う
た
め
に
は
、
組
織
の
構
造
的

な
不
安
を
感
じ
る
の
で
、
政
策

推
進
室
を
な
く
し
た
理
由
、
そ

の
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

対
応
を
す
る
か
、
ど
の
よ
う
に

お
持
ち
の
ア
イ
デ
ア
に
結
び
付

け
て
い
く
の
か
聞
き
た
い
。

　
Ｊ
Ｒ
の
輸
送
密
度

を
上
げ
る
。
す
ず
ら

ん
や
ク
ラ
ウ
ス
に
続
く
、
第
２

久保 元宏
議員

鵜野 範之
議員

産
業
の
振
興・創
出・推
進
を
ど
う
図
る

活
力
あ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
た
い

問答

弾
、
第
３
弾
を
考
え
ま
す
。

　

政
策
的
に
は
、
産
業
創
出
課

に
よ
り
企
画
立
案
か
ら
実
行
部

隊
ま
で
一
連
の
課
と
し
て
動
く

こ
と
を
理
想
と
し
て
提
案
し
ま

し
た
。

　

庁
内
で
は
「
し
ご
と
・
未
来

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
コ
ン

パ
ク
ト
エ
コ
タ
ウ
ン
構
想
」「
公

共
施
設
検
討
事
業
」「
交
流
、

関
係
、
対
流
人
口
検
討
事
業
」

の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
ま
す
。

　

合
意
形
成
等
に
つ
い
て
は
、

人
の
意
見
を
聞
く
耳
を
持
ち
町

づ
く
り
の
指
針
を
取
り
ま
と
め

て
い
き
た
い
姿
勢
で
い
る
こ
と

を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

問　
今
回
の
選
挙
に
よ
り
町

長
が
変
わ
り
、
沼
田
の
新

し
い
舵
取
り
が
始
ま
り
ま
す
。

無
投
票
当
選
で
あ
っ
た
た
め
争

点
が
見
え
づ
ら
く
、
町
民
に
理

解
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い

政
策
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
長
の
執
行
方
針
５
項
目
が
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
沼
田
農

業
の
持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
ま
た
、

商
業
環
境
の
魅
力
創
出
と
産
業

振
興
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

子
ど
も
達
の
代
に

活
気
あ
る
町
に
引
き

継
ぐ
思
い
で
す
。
産
業
の
振
興

で
す
が
沼
田
町
農
業
振
興
条
例

は
頑
張
る
農
業
者
を
応
援
す
る

条
例
と
し
て
町
が
支
援
し
ま
す
。

　

所
得
向
上
対
策
と
し
て
雪
中

米
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
ブ

ラ
ン
ド
化
向
上
チ
ー
ム
に
よ
る

検
討
、
加
工
用
ト
マ
ト
の
栽
培

拡
大
に
向
け
た
作
付
け
奨
励
金

を
広
げ
所
得
向
上
に
結
び
付
け

ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
は

全
農
業
者
が
利
用
可
能
な
環
境

を
２
０
２
０
年
以
降
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

担
い
手
の
確
保
育
成
に
向
け
た

沼
田
ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム
設
立
に

着
手
し
た
い
。
沼
田
町
商
工
業

振
興
に
つ
い
て
は
頑
張
る
商
工

業
を
応
援
す
る
条
例
で
、
町
内

の
商
工
業
者
の
経
営
の
安
定
、

商
店
街
活
性
化
に
対
応
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
魅
力
ア
ッ
プ
沼

田
活
性
化
支
援
事
業
に
よ
る
店

舗
の
新
築
、
空
き
店
舗
活
用
、

起
業
家
へ
の
支
援
対
策
に
着
手

し
た
い
。
ま
た
、
商
品
開
発
を

促
進
し
、
交
流
人
口
の
拡
大
と

セ
ッ
ト
で
売
れ
る
商
品
作
り
に

も
着
手
し
た
い
。
さ
ら
に
、
商

工
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
実
施
し

ま
す
。
交
流
人
口
拡
大
に
向
け

て
、
子
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
、

ま
る
ご
と
自
然
体
験
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
ご

当
地
グ
ル
メ
も
含
め
活
力
あ
る

環
境
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た

い
。

日本遺産クラウス15号

ドローンによる防除作業
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る
前
の
駐
車
場
に
パ
ト
カ
ー
を

駐
車
し
て
監
視
す
る
な
ど
で
す
。

ま
た
、
関
係
団
体
に
、
こ
ど
も

園
を
含
む
通
学
路
の
点
検
に
つ

い
て
依
頼
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
永
久
工

作
物
は
冬
場
の
除
雪
の
支
障
も

あ
り
、
慎
重
な
協
議
が
必
要
で

す
。

　

バ
イ
パ
ス
道
路
の
整
備
に
つ

い
て
は
関
係
す
る
方
々
と
の
調

整
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

畑地 誉
議員

上野 敏夫
議員

町
道
の
安
全
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か

町
民
の
安
全
の
た
め
に
も
対
策
を
講
じ
た
い

問答

ス
マ
ー
ト
農
業
整
備
の
計
画
を
聞
く

来
年
度
事
業
着
手
で
き
る
よ
う
進
め
た
い

問答問　
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い

て
は
広
範
囲
な
分
野
が
あ

り
、
そ
の
入
り
口
で
あ
る
全
球

測
位
衛
星
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
）
利
用
に
つ
い
て
沼
田
町
は

遅
れ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問　
沼
田
町
の
町
道
の
危
険

箇
所
に
大
徳
寺
前
の
カ
ー

ブ
が
あ
り
ま
す
。
こ
ど
も
園
に

通
っ
て
い
る
保
護
者
の
方
か
ら

も
、
ガ
ー
ド
ケ
ー
ブ
ル
の
な
い

沼
田
町
は
と
て
も
心
配
だ
と
い

う
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
所
は
大
型
車
も
多
く

通
行
す
る
場
所
で
、
特
に
冬
は

歩
道
の
雪
が
車
道
に
出
て
、
急

に
狭
く
な
る
た
め
車
輌
が
雪
に

乗
り
上
げ
て
一
時
通
行
止
め
に

　

農
家
個
々
で
過
大
な
設
備
投

資
が
必
要
な
一
方
、
あ
ま
り
所

得
向
上
に
は
結
び
つ
か
な
い
と

い
う
評
価
も
あ
り
ま
す
が
、
労

働
力
の
確
保
や
、
多
様
な
担
い

手
づ
く
り
に
は
重
要
で
す
。

　

今
後
に
お
け
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
取
り
組
み
に
当
た
っ
て

の
受
け
皿
団
体
に
つ
い
て
と
、

新
し
い
農
業
担
当
部
署
へ
の
町

長
の
思
い
を
聞
き
た
い
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業

の
シ
ス
テ
ム
に
関

し
て
は
、
今
年
度
そ
の
利
用

が
で
き
る
環
境
に
結
び
つ
け

る
た
め
の
調
査
を
行
い
、
来

年
度
に
は
事
業
に
着
手
で
き

る
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
際
、
沼
田
町

内
の
全
農
地
で
こ
の
イ
ン
フ

ラ
が
利
用
で
き
る
環
境
を
視

野
に
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と

が
一
番
の
課
題
で
あ
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
整
備
の
手
法
に
つ
い

て
は
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
新
た

な
手
法
も
含
め
て
検
討
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。
施
設
整
備
に

は
大
き
な
予
算
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
優
良
な
補
助
制
度

を
調
査
し
、
使
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

受
け
皿
と
な
る
組
織
に
つ
い

て
は
、
関
係
す
る
団
体
を
含
め

て
、
仮
称
で
す
が
ス
マ
ー
ト
農

業
研
究
会
的
な
組
織
を
立
ち
上

げ
て
頂
く
の
が
い
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

担
当
部
署
の
名
称
で
す
が
、

新
し
く
な
る
農
業
推
進
課
の
中

に
新
農
業
推
進
室
と
い
う
も
の

を
立
ち
上
げ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

上
野
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
え
る
べ
き

答 （
町
　
長
）ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
活
動
交
付
金
を
支
援
し
て
い
ま
す

 
（
教
育
長
）小
学
校
に
体
育
専
科
が一人
配
置
に
な
り
ま
し
た

大徳寺前のカーブ

インターネットを使ったNtrip式は、RTK基地局（アンテナ）から
半径20㎞程度の範囲で利用されています。また、インターネット
を使わない無線式は基地局から５㎞程度で利用されています。

RTK-GNSS方式

補正信号

RTK基地局
誤差±２～３㎝に！

な
る
よ
う
な
危
険
箇
所
で
す
。

　

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
す
で

に
用
地
買
収
さ
れ
て
い
る
国
道

２
７
５
号
線
の
バ
イ
パ
ス
道
路

の
早
急
な
利
用
の
予
算
を
も
っ

て
安
全
対
策
を
す
る
べ
き
と
思

い
ま
す
。　

町
道
の
安
全
に
つ

い
て
は
何
ら
か
の
対

策
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
ゆ
め
っ
く
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農
業
に
よ
る
産
業
創
出
で
雇
用
拡
大
を

関
係
機
関
と
連
携
し
産
業
創
出
を
目
指
し
た
い

問答

独
自
の
少
子
化
対
策
を
策
定
し
て
は
ど
う
か

現
状
の
政
策
と
組
み
合
わ
せ
対
応
し
て
い
き
た
い

問答

伊藤 淳
議員

長野 時敏
議員

問　
沼
田
町
の
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、

雇
用
対
策
が
最
も
重
要
で
あ
り
、

町
ぐ
る
み
で
雇
用
を
生
み
出
す

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

産
業
創
出
課
と
し
て
新
機
構

と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
が
、

地
域
に
根
差
し
た
農
業
で

新
産
業
を
興
し
、
国
の
政

策
に
左
右
さ
れ
な
い
仕
組

み
が
大
事
で
す
。
ま
た
、

安
定
し
た
雇
用
と
安
心
で

き
る
職
場
を
提
供
す
る
事

で
生
活
の
基
盤
と
し
て
定

住
し
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。

　

農
業
を
核
と
し
た
雇
用

の
確
保
に
繋
げ
て
頂
き
た

い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
向
性
で
検
討
さ
れ
実
施

さ
れ
る
の
か
聞
き
た
い
。

　

沼
田
町
の
産
品
は

更
に
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

各
関
係
機
関
と
共
に
「
ブ
ラ
ン

ド
化
向
上
戦
略
チ
ー
ム
」
を
立

ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
の
町
づ
く
り
の
考
え

方
と
し
て
、
日
本
一
と
い
う
称

号
を
も
ら
え
る
環
境
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。 

　

雪
を
活
用
し
、
産
業
創
出
に

結
び
付
け
た
い
で
す
し
、
企
業

誘
致
も
必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。農

業
者
の
皆
様
が
具
体
的
に

６
次
産
業
化
に
着
手
で
き
る
よ

問　
沼
田
町
存
続
の
根
幹
に

関
わ
る
少
子
化
対
策
に
つ

い
て
聞
き
ま
す
。

　

全
国
的
な
人
口
減
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
先
進
国
に
目
を
向

け
る
と
人
口
減
の
傾
向
は
あ
る

も
の
の
、
出
生
率
回
復
の
成
功

事
例
も
あ
り
ま
す
。
沼
田
町
と

し
て
諸
外
国
の
成
功
事
例
か
ら

学
び
「
沼
田
町
な
ら
で
は
の
少

子
化
対
策
」
を
策
定
し
、
全
道
、

全
国
の
モ
デ
ル
と
な
る
対
策
を

展
開
し
て
は
ど
う
か
。
少
子
化

の
ダ
メ
ー
ジ
は
、
地
方
か
ら
来

ま
す
。
東
京
の
出
生
率
は
１
・

２
人
で
す
。
北
海
道
は
東
京
の

次
で
す
。
沼
田
町
は
１
・
８
人

で
す
が
北
海
道
の
状
況
は
大
変

な
事
態
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
現
実
に
待
っ
た
な
し
の

危
機
感
を
持
ち
、
出
来
る
と

こ
ろ
か
ら
大
胆
に
、
補
助
制

度
な
ど
も
用
い
な
が
ら
出
生

率
回
復
を
広
げ
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
、
考
え
を
聞
き
た

い
。

　

少
子
化
、
子
育

て
対
策
に
対
す
る

事
業
は
、
本
町
は
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
不
妊
治
療
費
の
助

成
な
ど
多
く
の
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
広
報

な
ど
で
周
知
、
推
進
し
て
い
く

と
と
も
に
出
生
率
の
上
昇
を
目

指
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
策
と
し
て
「
ラ

イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
応
援
事

業
」
な
ど
の
配
偶
者
対
策
に
も

と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
補
助
制

度
に
つ
い
て
は
財
源
も
必
要
で

あ
る
の
で
、
内
部
で
検
討
し
ま

す
。

長
野
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
介
護
職
員
不
足
を
広
域
で
連
携
、協
働
し
て
は
ど
う
か

答 （
町
　
長
）制
度
運
用
の
動
向
を
注
視
し
情
報
収
集
し
て
い
く

問
沼
田
学
園
推
進
室
の
設
置
の
趣
旨
は

答 （
教
育
長
）小
中
一貫
連
携
教
育
の
充
実
を
目
指
す

う
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る
こ

と
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
農
福
連

携
を
視
野
に
入
れ
た
農
業
ス
タ

イ
ル
も
考
え
て
い
き
た
い
。

豊かな田園風景

えがおで遊ぶ子ども達
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篠原 暁
議員

大沼 恒雄
議員

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
反
対
し
な
い
の
か

公
平
な
負
担
が
望
ま
し
い

問答

子
ど
も
の
命
を
ど
う
守
る
か
聞
く

幼
児
虐
待
を
な
く
す
対
応
を
考
え
た
い

問答

問　
消
費
税
率
８
％
へ
の
増

税
以
後
、
国
民
の
家
計
消

費
は
大
き
く
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
消
費
税
は
、
低
所
得
者
ほ

ど
負
担
率
が
重
く
な
る
逆
進
性

が
あ
り
、
町
が
行
う
福
祉
政
策

に
も
反
す
る
も
の
な
の
で
、
町

長
は
増
税
に
反
対
の
意
思
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

保
育
料
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

町
は
す
で
に
国
に
先
行
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
以
前
か

ら
減
免
さ
れ
て
い
た
世
帯
に
は

消
費
増
税
分
だ
け
が
負
担
増
と

な
り
ま
す
。
教
育
費
無
償
化
も

併
せ
て
消
費
税
と
は
別
な
財
源

を
充
て
る
よ
う
求
め
る
べ
き
と

思
い
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
は
消

費
増
税
分
の
負
担
緩
和
策
と
い

う
よ
り
は
、
地
域
経
済
振
興
策

と
し
て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　

国
の
政
策
に
対
し

て
い
い
悪
い
と
い
う

こ
と
を
述
べ
る
立
場
に
な
い
と

い
う
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
考
え
方
と

し
て
今
後
高
齢
化
が
さ
ら
に
進

む
中
で
、
社
会
保
険
料
な
ど
の

現
役
世
代
の
負
担
が
増
加
し
て

い
く
状
況
を
考
え
る
と
、
国
民

全
体
で
公
平
に
負
担
す
る
の
が

望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
育
料
や
教
育
費
の
無
償
化

に
も
多
額
の
予
算
が
必
要
で
あ

り
、
国
の
動
向
を
見
つ
つ
管
内

他
市
町
と
も
調
整
し
な
が
ら
対

問　
子
ど
も
の
虐
待
が
年
々

増
加
し
て
い
る
中
、
国
は

新
し
い
社
会
的
養
育
ビ
ジ
ョ
ン

を
提
示
し
ま
し
た
。
改
正
児
童

虐
待
防
止
法
が
提
出
さ
れ
、
親

に
よ
る
子
ど
も
へ
の
体
罰
禁
止

を
明
記
し
た
法
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
町
村
に
お
い
て
も
29
年
か

ら
改
革
に
着
手
し
、
計
画
的
に

子
ど
も
家
庭
支
援
体
制
の
充
実

を
図
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
町
長
の
執

行
方
針
に
も
あ
り
ま
し
た
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
と
い
う
こ
と
で
理
解
は
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
虐
待
に
つ
い
て
は
、

痛
ま
し
い
事
件
が
続
く
中
、
沼

田
の
子
ど
も
だ
け
で
な
く
日
本

全
体
の
子
ど
も
た
ち
の
命
を
救

う
こ
と
に
視
点
を
置
い
て
ネ
グ

レ
ク
ト
対
策
を
打
ち
出
す
と
か
、

町
長
が
掲
げ
る
新
た
な
施
策
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

か
と
い
う
こ
と
で
、
所
信
を
聞

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
７
月
に

設
置
を
し
ま
し
た
子

育
て
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
核

と
し
て
、
保
健
師
等
が
早
い
段

階
で
子
育
て
世
帯
を
訪
問
し
、

家
庭
環
境
を
把
握
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ネ
グ
レ
ク
ト
対
策
に

つ
い
て
も
、
療
育
ヘ
ル
パ
ー
が

家
庭
に
入
っ
て
家
事
の
支
援
な

ど
も
す
る
と
い
う
取
り
組
み
を

開
始
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

我
が
町
だ
け
で
な
く
、
全
国

に
視
野
を
向
け
て
の
対
応
も
、

是
非
と
も
考
え
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
手
法
な
ど
に
つ
い
て

は
じ
っ
く
り
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

小さな命を守りたい

沼田町は保育料無料です

応
し
ま
す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
に
つ

い
て
は
、
今
回
の
補
正
予
算
で

の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

篠
原
議
員
の
そ
の
ほ
か
の
質
問

問
年
金
生
活
者
に
暖
房
費
や
除
雪
費
の
支
援
は
で
き
な
い
か

答
灯
油
価
格
の
動
向
を
見
て
必
要
な
場
合
は
実
施
し
た
い



10

関
連
で
す
が
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
有
効
的
に
活
用
し
、

地
方
へ
の
本
社
機
能
移
転
や
設

備
投
資
の
減
税
を
活
用
し
な
が

ら
、
雇
用
創
出
の
環
境
づ
く
り

と
し
て
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

以
前
は
議
会
入
口
に
て
「
傍

聴
人
名
簿
」
に
記
入
し
て
頂
き
、

議
会
の
傍
聴
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点

か
ら
、
個
人
別
に
「
傍
聴
人
受

付
票
」
に
記
入
し
て
受
付
箱
に

投
函
の
上
、
傍
聴
し
て
頂
く
よ

う
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高田 勲
議員

人
材
育
成
と
関
係
人
口
に
つ
い
て
問
う

新
た
な
事
業
や
組
織
を
活
用
し
協
議
し
て
い
き
た
い

問答問　
沼
田
町
６
次
総
合
計
画

と
地
方
創
生
の
２
次
計
画

に
つ
い
て
は
整
合
性
が
求
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

１
点
目
は
人
材
育
成
と
し
て
、

現
在
の
「
し
ご
と
未
来
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
は

３
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
と
て

も
よ
い
事
業
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ど
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の

計
画
に
反
映
し
、
発
展
し
て
い

く
の
か
具
体
策
が
あ
れ
ば
聞
き

た
い
。

　

２
点
目
は
、
関
係
人
口
に
つ

い
て
で
す
。
東
京
圏
で
暮
ら
し

な
が
ら
地
方
企
業
の
経
営
改
善

な
ど
に
貢
献
す
る「
関
係
人
口
」

は
「
交
流
人
口
」
と
は
一
段
高

い
レ
ベ
ル
で
の
関
与
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
地
方
創
生
に
盛

り
込
む
の
か
聞
き
た
い
。

　
「
し
ご
と
未
来
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
引
き
続
き
内
容
を
充
実
さ
せ

対
応
し
て
い
く
予
定
で
す
。
現

在
実
施
し
て
い
る
事
業
も
含
め
、

新
た
に
「
無
料
職
業
紹
介
所
」

も
開
設
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

更
な
る
充
実
に
向
け
、
学
校
と

の
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

関
係
人
口
に
つ
い
て
は
、
外

部
人
材
と
地
元
企
業
、
町
民
と

の
交
流
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

今回の定例議会の傍聴者は、21名でした。
みなさまの傍聴をお待ちしています。 

新しい議員と理事者との質疑、議論が活発で
次回からも楽しみです。 60代・男性

傍聴席の生の声

中学生の保育士体験

受付票はこの箱へ

「
議
会
傍
聴
」
の

受
付
方
法
が
変
更

に
な
り
ま
し
た
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● 

ス
ノ
ー
ク
ー
ル
ラ
イ
ス

　
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　

各
農
家
か
ら
一
次
乾
燥
さ
れ

た
お
米
（
半
乾
籾
）
を
荷
受
け

し
、
そ
の
後
最
新
設
備
に
よ
り
、

乾
燥
仕
上
げ
を
行
い
、
籾
摺
り

出
荷
し
ま
す
。
雪
中
米
は
、
貯

蔵
さ
れ
た
籾
を
雪
冷
熱
に
よ
り

貯
蔵
庫
内
を
温
度
５
度
、
湿
度

70
％
で
保
ち
な
が
ら
最
適
の
状

態
で
保
管
し
、
今
摺
米
と
し
て

出
荷
し
ま
す
。

　

当
日
の
説
明
か
ら
、
基
幹
産

業
を
支
え
る
生
産
者
の
皆
さ
ん

の
先
見
性
と
プ
ロ
意
識
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

● 

北
の
ほ
た
る

　
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

　

各
農
家
か
ら
収
穫
さ
れ
た
ト

マ
ト
を
選
果
、
洗
浄
を
経
て
、

粉
砕
、
加
熱
処
理
を
し
、
ろ
過

後
、
充
填
し
ま
す
。
最
終
検
査

で
は
Ｘ
線
な
ど
を
用
い
、
製
品

の
品
質
と
安
全
を
確
認
後
、
出

荷
し
ま
す
。

　

議
員
も
工
場
の
皆
さ
ん
と
同

様
の
作
業
着
に
身
を
包
み
、
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
徹
底
し
た

品
質
管
理
の
も
と
商
品
を
製
造

す
る
こ
と
へ
の
こ
だ
わ
り
を
感

じ
ま
し
た
。

● 

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

　
議
員
研
修
会

　

６
月
25
日
札
幌
市
で
開
催
。

　
「
ど
う
な
る
？
今
後
の
日
本

政
治
」
有
馬
晴
海
氏
（
政
治
評

論
家
）　

　
「
地
方
は
変
わ
れ
る
か
〜
議

会
は
ど
う
変
わ
れ
る
か
、
自
治

体
を
ど
う
変
え
る
か
〜
」
佐
々

木
信
夫
氏
（
中
央
大
学
名
誉
教

授
）

● 

町
村
議
会

　
新
任
議
員
研
修
会

　

７
月
９
日
札
幌
市
で
開
催
。

　

長
野
、
篠
原
、
畑
地
、
伊
藤

の
新
任
議
員
が
参
加
し
、
議
員

基
本
使
命
、
会
議
原
則
、
会
議

の
進
め
方
等
を
研
修
し
ま
し
た
。

● 

空
知
町
村
議
会
議
長
会

　
議
員
研
修
会

　

７
月
12
日
奈
井
江
町
で
開
催
。

　

講
演「
地
方
自
治
体
の
防
災
・

減
災
政
策
」
高
松
泰
氏
（
北
海

道
大
学
特
任
教
授
）
非
常
時
を

想
定
し
た
内
容
で
し
た
。

議
員
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催 

６
月
５
日

議
員
研
修

　
令
和
と
共
に
始
ま
っ
た
新
体
制
の
も
と
、
議
員
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
総
務
民
教
建
設
・
産
業
福

祉
の
両
常
任
委
員
会
の
共
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
員
の
見

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、一
年
間
に
数
回
実
施
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
町
内
の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

JA職員から説明を受ける議員

無菌状態の徹底に納得

我が国における総人口の長期的推移
総人口は、2004年をピークに、今後100年間で100年前（明治時代後
半）の水準に戻っていく。この変化は千年単位でみても類を見ない
極めて急激な減少。

「国土の長期展望中間とりまとめ概要」Ｈ23国土審議会政策部会

　〇大きな転換点に立つ日本～人口危機、財政
危機。〇自治体経営も大きな曲がり角に立つ。
〇自治体経営の新たな方向～地方議会はチェッ
ク機関から立法機関へ。
　二人の講師に共通したことは、「少子高齢化、
資源のない日本の方向性についての問題提起」
でした。
　①生活など目の前の課題、②産業の活性化や
年金問題、少子化対策など未来への展望、③議
会が果たす役割の重要性を改めて感じました。

なるほど！聞き入る4人の新任議員災害は忘れたころにやってくる
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「
議
会
広
報
」

２
０
１
９
年
８
月
８
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―
３
５
―

２
１
１
７

　今年度より支部長となりました。何をどうしたらよ
いのか戸惑う事ばかりですが、役員５人で協力し合い
ながら２年間頑張っていきます。
　令和の年号になり６月27日に３町研修交流会があり
ました。ミニ運動会の後は焼肉。３町一緒になった頃
は何と無く同じ町の人と話をしていたように思います
が、今回はそのチーム・その班の中で話し合いやゲー
ムが進んでいきました。
　回を重ねていくという事は何度か繰り返し行ってい
く事で顔が分かり、共通の話題には作物や野菜栽培、
それから調理方法と広がりが出来てくるんですね。
　とても楽しい時間となりました。
　夏本番となり夜高あんどんの時期となります。紙貼
りのお手伝いや踊りと忙しい日々の中に有りますが、
五穀豊穣の秋を願いながら皆さんと活動していきたい
と思っています。これからも皆様のご協力とご指導を
よろしくお願いいたします。

あ
と
が
き

楽しみながら

広
報
特
別
委
員

長
野
時
敏
　
篠
原
　
暁

上
野
敏
夫
　
畑
地
　
誉

伊
藤
　
淳

　

議
会
広
報
「
み
ん
な
の
議

会
」
78
号
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
今
回
は
、
議
会
議
員

選
挙
で
新
た
に
選
出
さ
れ
た

５
名
が
、
広
報
特
別
委
員
と

な
り
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
先

輩
議
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
発
行
に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

議
会
広
報
発
行
の
目
的
は
、

議
会
の
議
事
や
活
動
状
況
を

町
民
の
皆
さ
ん
に
理
解
、
把

握
し
て
頂
き
、
町
政
参
加
に

役
立
て
て
頂
く
こ
と
で
す
。

　
「
空
知
に
沼
田
議
会
広
報

あ
り
！
」
こ
れ
ま
で
の
偉
大

な
足
跡
を
継
承
し
、
読
ん
で

も
ら
え
る
、
喜
ん
で
も
ら
え

る
、
考
え
て
も
ら
え
る
広
報

活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

雨
の
少
な
い
夏
を
迎
え
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
元
気
で

豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

皆さんと活動していきます

第
32
回
和
風
園
夏
祭
り

退
任
議員
と
親睦

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

７
月
20
日

７
月
19
日

JA北いぶき女性部 沼田支部支部長 岡
おか

田
だ

 久
ひさ

恵
え

　

和
風
園
の
中
庭
が
、
さ
な

が
ら
ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー
会

場
の
よ
う
に
な
り
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
が
家
族
と
の
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま

し
た
。
夜
高
太
鼓
や
吹
ガ
ー

ル
ズ
演
奏
の
ほ
か
、
七
福
神

の
お
菓
子
ま
き
も
あ
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
議
員
も
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

恒
例
行
事
と
な
っ
た
親
睦
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
退
任
議
員
の
中
の
３
人
の
米

寿
を
お
祝
い
す
る
と
共
に
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
競
技
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

●
優　

勝 

山
木　

一
男

　

●
準
優
勝 

鵜
野　

範
之

　

●
３　

位 

野　
　

道
夫

　

●
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン 

杉
本　

邦
雄

横山町長が七福神で登場

退任議員のナイスショット


